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ジェルマン・ヌーヴォーと種田山頭火の場合一一
権　藤　南海子
はじめに
　目出度さも人任せなり旅の春（ISp．113）
　放浪詩人の姿を端的に表現したこの句は，伊那で枯れ果てた井上井月の作品
です。ここには，全てを他人に任せきった人の清清しさがみられます。しかし，
この潔さは，唯自然の流れに自分を委ねてしまった者の有する姿であり，信仰
から生れる安心とは違うように思えます。むしろ，稲作文化独特の共同体が，
太古から持っていた互助精神に，その根があるように推察されます。
　Errants（放浪者・信仰において迷える者）としての，日・仏2人の詩人達：
Germain　Nouveauと種田山頭火は，信仰という最も人を束縛する想念に囚われ
た者として，自由な，希望ある新しい年を迎えていたのでしょうか？
　本文におきましては，2人が，キリストの御許へ，又，御仏の手の中へと，
最後の旅に出発する迄の足跡を辿りたいと考えます。
1．ジェルマン・ヌーヴォーの場合
　ヌーヴォーが，本格的な行脚の生活に入るのは，1891年の神秘的発作と，そ
れにより強制された精神病院での入院生活の後のことです。彼にこのような発
作の遠因を作ったのは，彼の生い立ちにも依りますが，より以上に，St．Benoit
Labreの影響が強いのです。　Amettesにある（駅から7km程の処）の生家Ph　1を
　　　　　　　　　　　　　　　一19一
訪れ，ラーブルの遺品を見学して感銘を受け，Parisに戻った折に作られた詩に，
《Que　triste　tombe＿》で始まる14行詩があります。平韻の2行を1節とした7
節の詩で，最大の特徴は，音節の数が木定であるということです。脚韻は，〔a
br〕，〔j　a），（tZs〕，〔evwa〕，〔bbt，　fbt〕，〔εsta，　ata），〔φle，　able〕と，4節
目迄は，完全押韻になっています。しかし，音節は，1行が，8・9・10・11音節
で構成されているのです。そして声をだして読んでみれば，すぐに気づくよう
にジ非常に流れが美しいのです。当時，作者は，ヴェルレーヌの許で過ごして
いたため，この大詩人の体律を感応し，彼本来が有している明朗な流れを不規
則な音節の中にも取り入れることができたのかもしれません。では：
　　　　　　Bouts　de　notes　IV
Que　triste　tombe　un　soir　de　novembre！
La　Bougie　rayonne　dans　la　chambre．
Je　reve，　et　mon　coeur　n，y　est　pour　rien：
Vraiment，　ah！vraiment，　ce　n’est　pas　bien．
Ni　joie　autour　de　nous，　ni　souffrance；
Sur　le　front　pas　l’aile　d’une　Esp6rance！
Suis－je　mort　P　Je　n’entend　ni　ne　vois．
Nul　6cho　de　la　plus　charmante　voix．
La　flamme　s’allonge，　et　tremblote．
Dans　la　chambre　un　novembre　triste　flotte。
Qui　donc　crois・je　entendre　par　instants
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－20　一
Dans　la　mer　imaginaire　que　j’entends　？
C，est，　voyez・vous，　mon　ame　esseul6e
Qui，　ce　soir，－novembre　gronde・est　ensab16e！
　　　　　　　　　　　　　　（GNp．400）
　　ノートのきれはし　IV
11月の夕暮は何と悲しく沈むのだろう1
蝋燭の灯が部屋の四方に延びている。
僕は夢みる，そして僕の心はここにない：
本当に，ああ！全くそれは良くない事だ。
僕達の周りには喜びも，苦しみもない；
額には，徳の標さえないなんて1
僕は死んでいるのか？　僕は聞こえないし，見えない。
あの最も魅惑的な声のささやきさえない。
蝋燭の炎が長く延び，かすかに震える。
部屋の中に悲しい11月の気配が漂う。
僕が聞いている非現実的な海の中で時々
誰の声を聞いていると信じているのか？
それは，お解りのように，寄る辺ない僕の
魂が，今宵，一迫りくる11月一座州しているのです1
　　　　　　　　　　　　　　－21一
　何事も人任せで，呑気者のヌーヴォーが，聖ブヌワ・ラーブルの生涯に大き
な感銘を受けたのは，やはり，人間の持つ優さを，身をもって知っていた故で
あると推察できます。
　Arrasのヴェルレーヌの家からParisに戻って来たヌーヴォーは，波間に漂う
板きれ（1）のように流れに身を委ねることも叶わず，己が何者であるのか？　何の
ために生きるのか？　死とは？　といった「自問」という暗礁に乗り上げられ
てしまうのです。ここでは，詩を理解することに努めたいと思います。
　3節目の，「徳の標もない」とは，何をして，彼にそう言わしめるのでしょう
か？　現在，ほとんど定説になっているランボオとの関係でしょうか？それが，
ヴェルレーヌに見られる同性愛とは違ったものであっても，宗教色の濃い寄宿
舎で育ったヌーヴォーが，一般の人以上に負い目を感じたとしても不思議では
ありません。一生を神に捧げ尽くし，死んでいったブヌワ・ラーブルの生家や
墓を目の前にし，ヌーヴォーは，自分が仮死状態にあるような心境に陥ったで
あろうことは，容易に想像されます。その時の彼には，いつもお祈りする時に
見えていた筈の漠然とした神の姿さえも，失われていたと思うのです。そして，
そのような彼の心を写すかのように，蟷燭の炎が，秋の一冬がまさに近づこう
としている寒々とした秋の一気配を象徴して，部屋の中にユラユラと影を落す
のです。詩人は，ここで遠浅の海の砂の上に乗り上げた舟の上にとり残された
まま，舟を出すには砂が邪魔をし，岸迄歩き着くには水が深すぎるといった状
態にある泳げない人のように途方にくれて，今は聞こえない救助の声を，波の
音の中に期待しています。
　以上のような情況に拘らず，この14行詩には，《Sans　verte　6toile　au　ciel，．．．（2）》
や『乞食の歌（Chanson　de　mendiant）（3）』に見られる，ヌーヴォー独得の，南
仏の空のような明朗さが行のすみずみから滲みでています。
　しかし，ヌーヴォーの明るさは，神と係わることに因って，自分の名前にす
ら責苦を見い出すような人間へと変貌し，徐々に失われていきます。
　　　　　　　　　　　　　　　－22一
ここで『名前（Le　nom）』の一部を引用致します。
　Je　porte　un　nom　assez＿bizarre，
　Tu　diras：《Ton　cas　n’est　pas　rare．》
　Oh！．．je　ne　pose　pas　Pour　ga・
Du　tout．．．mais．．．permettez，　Madame，
　Je　d6couvre　en　son　anagramme：
　Amour　inge’nue，　et　puis：1ノ召ノ
Si．．．colnme　un　r6giment　qu’on　place
Sous　le　feu．．．je　change　la　face．．．
De　ce　nom．．．dr61ement　venu，
Dans　le　feu　sacr6　qui　le　dore，
Tiens！regarde．．．je　lis　encore二
Amour忽多¢6〔3，　et　puis：Va，　nu！
Pas　une　lettre　de　perdue！
Il　avait　la　tete　entendue，
Le　parrain　qui　me　le　trouva　1
Mais　ce　n’est　pas　la　tout，6coute！
Je　lis　encor；pour　Toi，　sans　doute：
Amourゴη86η％，　puis；Eva！
一〇mission　de　4　strophes一
Tu　vois　comme　cela　s’arrange．
Ce　nom，　au　fond，　est　moins　6trange
Que　de　prime　abord　il　n’a　1’air．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－23一
Ses　deux　majuscules　G。　N．
Qui　font　songer　a　la　G6henne
Semblent　les　Portes　de　l’Enfer！
Eh，　bien！．．．mes　mains　ne　sont　pas　fortes，
Mais　Moi，　je　fermerai　ces　Portes，
Qui　ne　laisseront　plus　filtrer
Le　moindre　rayon　de　lumi6re，
Je　les　fermerai　de　mani6re
Qu’on　ne　puisse　jamais　entrer．
En　jouant　sur　le　mot　Gehenne，
J’ai，　semble・t・il　dire，　la　Haine，
Et　je　ne　l’ai　pas　a　moiti6，
Je　l’ai，　je　la　tiens，　la　Maudite！
Je　la　tiens　bien，　et　toute，　et　vite，
Je　veux　1’6trangler　sans　piti6！
　　　一〇mission　de　derni6re　strophe－
　　　　　　　　　　　　　　　（GN　pp．580～582）
　　　　　　　　　　　　　　　　『名前』
僕は充分に風変わりな名前を持っている，
君は言うだろうよ：《貴方のようなのは珍しくないわ》
オォ！そんなことを言ってるんじゃない，
全然＿しかし＿お許し下さいね，マダム，
僕は，そのアナグラムをみつけたんです；
無邪気な愛人，そしてそれから：行け！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－24一
もし＿一連隊のように砲火の下にいるとしたら．．．
僕は名前の表面を変えます．．．
変てこりんになるこの名前，
この名を美化する聖火の中で，
ほら！ご覧＿こうも読めるんです；
火の愛，そして　それから；行け，裸で1
失われた文字は一字もない1
心得顔をしていた代父が，
僕にこの名を付けたんだ！
でも，それだけではないのです，聴いて！
こうも読めます，君にとっては，おそらく；
うぶな恋人，それから：エヴァ1
　　－4節省略一一
こんな風に組換えられるのが解ったでしょう。
この名前は，実際は，一見したところ
その名が装っているものより奇妙ではない。
地獄（ジェエヌ）を想起させる
ジェ・エヌ，2つの頭文字は
よみの国の門のように見える！
ところで！　僕の両手は強くはないが，
でも僕は，僕はこれらの門を閉めますよ，
明りの最も弱い光線さえも
選り分けて通しはしないでしょう，
絶対に通ることができない方法で
　　　　　　　　　　　　　　一25一
僕は門を閉めるでしょう。
地獄（ジェエヌ）という言葉で遊びながら，
僕は，憎悪を抱く（ジェラエヌ），と言っているような気がする，
しかし僕はそれを半分にはしない。
僕は憎しみを抱いて，地獄を握りこむ，悪魔め！
僕は地獄をしっかりと，全てを，早く，握りしめる，
僕は情け容赦なく地獄の息の根を止めてやる1
　この詩は，6行を1節とする11節からなっていますが，意味上からみて，最
初の3節，次の4節，8節目からの3節，そして結論というように三部＋結論
に分れています。脚韻の点から申せば，aabccbという押韻で，全ての節が定型
です。（但，この場合同じ発音という意味ではありません。）
　第一部では，自分の名前の文字の置き換えを行っています。
　第二部では，ヴァランティーヌとの関係に目を転じています。
　第三部では，自分の名の頭文字G．N．の発音が，地獄G6henne〔3eεn〕と同
じであることを指摘しています。
　このような強迫観念が，どこから生ずるのかは，本人以外には解りようがな
く，推測するのは精神医学の分野になりますので，こでは単に，ヌーヴォーが，
自分の名前から逃れ得るかのように，しばしば，種々の筆名を使用した事実が
あるという事を記憶するにとどめたいと思います。
　いつれに致しましても，この詩の中で，既に，如何にも遊戯のように装いな
がら，作者は多くの想いを込めて，真剣に，自分の名前が文字の置き換えによ
って変化する意味を考察しているのです。自分自身を追い込んでゆくこの姿に
は，鞭で自分を打ちながら，故郷の村を歩いていた晩年のヌーヴォーを予見す
ることが出来るのです。以上の理由においてこの詩は重要な意味を持つと考え
ます。
　　　　　　　　　　　　　　　－26一
　　『名前』は，ヴァランティーヌ詩集の前編に収められていますが，同じ詩集の
後編の最後に置かれているのが『最後のマドリガル』です。この詩は，1行が
1’octosyllabeから成る5行を1節とする20節で構成されています。押韻の型は，
全てがabaab（これも発音ではなく押韻の配置を指しています）の定型です。
では重要と思われる節のみ引用致します。
　　　　　　　DERNIER　MADRIGAL
　　Quand　je　mourrai，　ce　soir　peut・etre，
　　Je　n’ai　pas　de　jour　pr6f6r6，
　　Si　je　voulais，　je　suis　le　maitre，
　　Mais．．．ce　serait　mal　me　connaitre，
　　N’importe，　enfin，　quand　je　mourra1，
　　　　　－Omission　de　2　strophes－
　　Car，　je　ne　veux　rlen，〕e　vousコure；
　　Pas　de　cercueil；quant　au　tombeau，
　　J’yferais　mauvaise　figure，
　　Je　suis　peu　fait　pour　la　sculpture，
　　Je　le　refuse，　fOt－il　beau．
　　　　　＿6mission　de　4　strophes－
　　Eh　1　pardieu！c’est　au　cimeti6re
　　Pres　d’un　ruisseau（prononcez　I’Ar），
　　Du　bean　village　de　Pourriere
　　De　qui　j’implore　une　pri6re，
　　Oui，　c’est　bien　a　Pourri6re，　Var，
　　　　　－Omission　de　8　strophes－
　　Pas　de　suaire　en　toile　bise．．．
　　Tiens！c’est　presque　un　vers　de　Gautier；
　　Pas　de　linceui1，　pas　de　chemlse；
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿27一
Puisqu’il　faut　que　je　vous　le　dise，
Nu，　tout　nu，　mais　nu　tout　entier．
Comme　sans　fourreau　la　rapiさre，
Comme　sans　gant　du　tout　la　main，
Nu　comme　un　ver　sous　ma　paupi6re，
Et　qu’on　ne　grave　sur　Ieur　pierre，
Qu’un　nom，　un　mot，　un　seul，　GERMAIN．
Fou　de　corps，　fou　d’esprit，　foud’ame，
De　coeur，　si　l’on　veut　de　cerveau，
J’ai　fait　mon　testament，　Madame；
Qu’il　reste　entre　vos　mains　de　femme，
DOment　sign6：GERMAIN　NOUVEAU．
　　　　　　　　　　　　　（GN　pp．670～673）
　　　　『最後のマドリガル』
今晩ひょっとして，死ぬとしたら，
僕には好みの日なんてない，
もし僕が望んでいたとしたなら，僕は支配者さ，
でも，それは自分を知らないってものだろう，
そんなことはどうでもいい，とにかく僕が死ぬ時，
　　　－2節省略一
何故って，僕は何も望まない，僕は貴女に断言します，
棺は要らない；墓について言えば，
僕はそこで嫌な顔をすることだろう，
僕は彫刻には向いてないのさ，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－28一
僕はそれを拒絶する，例え立派ではあっても，
　　－4節省略一
そりゃ，もちろん，それは小川の傍の
僕がそのためにお祈りしている
美しいプーリエール村の
（アールと発音して下さい）墓地にです，
そう，確かにヴァール県，プーリエールにです。
　　－8節省略一
黒ずんだ布の屍衣も要らない……
あれ1　これはほとんどゴーチェの詩句だ；
経帷子も要らない，シャツも要らない；
貴方にそれをはっきり言わなければならないのなら，
裸，全くの裸，しかもあらゆる意味での裸，
鞘のない剣のように，
手袋をつけない手のように，
僕の目の下のうじ虫のように，
そして石の上に刻んでくれること，
一つの名だけ，一語だけ，たった一つ，ジェルマン。
いかれた肉体，いかれた精神，いかれた魂，
いかれた心，もしお望みなら　いかれた頭，
僕は遺言を作りました，マダム；
それが女性である貴方の手の中にとどまりますことを，
正式な署名：ジェルマン・ヌーヴォー
以上6節の中に含まれている言葉の数々が，神秘的発作の前に，既に，作者
　　　　　　　　　　　　　　一29一
が自分の未来をほとんど正確に把握していたことを証明しています。ここには，
キリスト教という排他的且つ厳格な宗教が有する真摯ではあっても残酷とも申
せる一面が見られます。この時点において，ヌーヴォーは，実践者ではないの
です。
　第4節に，「彫刻には向いていない」と作者は言っていますが，現在プーリエ
ール村にある写真を基にして創られた胸像を見ても，彼の甥の息子ヌーヴォー
氏も同様に，むしろ彫刻向きと思われる顔の持ち主です。要するにヌーヴォー
は，詩の初めのほうでは慎しく自分の希望を述べ，徐々に明確に意志表示をし
ているのです。　9節目では，故郷プーリエールの墓地について語っています。
筆者が訪れた時は，（1975，’78，’79，’80，’85）5回とも，溝の中に水が流れており
ませんでしたので，少し離れた方の小川のことかもしれません。墓地自体は，
村に隣接（というより一部）しており，ヌーヴォー家の墓は，門を入って一番
奥の右側よりにあります。　　　　　　　　　　　　　　　　』
　そして最後の3節が予言した通り，ヌーヴォーは，身体と洋服の区別のつか
ない，辛うじて革のバンドで，詩人の死体と解る，うじ虫の一杯湧いた姿で発
見され，父母の問に埋められたのです。
　ヌーヴォーは，自分を知ってしまった者の怖さを自覚した筈であり，見者へ
と近づいていくのですが，精神の均衡をとることが叶わず，1891年5月14日に
神秘的発作を起し（4），警察の手で監禁され，16日にはBicetreの精神病院に送ら
れ，10月10日迄の5ヶ月間を，そこで過すことになるのです。退院後は，知人
の家で休養した後，翌年から，ロンドンへ渡り，友人達にも消息を伝えずに，
最初は仕事に就いたり辞めたりしながら，パリ，南仏，ローマと，戸惑いなが
らも，乞食行脚の生活へと入ります。そして1911年9月故郷へと戻るのです。
それ迄，長らく培ってきた主題である，《Je　te　salue，6toile，》を，　Ave掘漉s
Stella（5）という題の長詩として，自ら出版することになるのは，故郷に帰った一
年後のことです。そして，死の前年の1919年8・9月に発表されたPo躍吻z6s（6）
と題されたソンネによって，我々は，詩人が如何に，自分の生れ故郷の小さな
　　　　　　　　　　　　　　　一　30一
村落を愛していたのかを共感をもって理解することができます。　夕暮時の，
まさに沈もうとする太陽が赤く大きな光円を描きながら物体を光の力で天に昇
らせようとするかのように鋭く照らし出しますが，ヌーヴォーも又，最後の旅
に向って，その光に乗って行こうとしたのでしょうか？　それとも大地の熱気
が空気の冷たさに影響されて，天に向ってユラユラと煙のように昇っていくに
似て，彼も又ユラユラと旅立ったのでしょうか。　ヌーヴォーには，煙のよう
にさりげなく昇天したのだと考えた方が相応しいと信じます。それは，1920年
4月のある日の事だったのです。
2．種田山頭火の場合
落栗の座を定めるや窪溜りph2（IS　p．88）
という心境に到達した井月のように，山頭火も又，居心地良く座り込むことが
できたのでしょうか？　山頭火の場合，落ち着いていた小郡の其中庵を，昭和
13年11月28日に後にし，再び落ち着けない生活に戻ります。14年の元旦は，湯
田の風来居と名付けた借間で過し，同年9月27日に出立し，行乞を続けること
になります。岩国・広島と旅し，10月1日松山の友人宅に着き，四国巡礼を行
い，12月15日には，「終の琿（7）」となる，松山市内の寺の境内の納屋を改造し，
「一草庵」と名付け，翌15年10月11日に死亡する迄，そこで暮します。
　最後の旅に向うのに，何故故郷と隣り合せの小郡ではいけなかったのかを解
く鍵になると思われる彼の日記は，昭和13年10月27日から，12月12日迄が，24
枚白紙になっています。ここで，動機となる可能性のある文章を，10月26日付
の日記から引用致します。
　　　つ　　　■　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　
　一私は何かに懸かれてゐる，そんな気がしてならない。
　待ってゐる，待ってゐる，来ない，来ない。
　日向ぼこしながら読書，これやこの極楽々々。
　一天が下にかくれ家もなし，まったくね！
　待つ身はつらき木の葉ちるかな，だ。
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足どめされて，待ちぼうけくはされて，ほんに腹が立つ，
裏山をあるく，野も山も秋がにじみ出てゐる。
　やりきれない，さびしいなあ1
　下のおばあさんがお墓まゐりのさびしいすがたを見よ。
　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　人間のみじめさ！　私自身のみじめさはいはずもがな。
　　　　　■　　　■　　　■　　　り　　　　　　　．　　　　　　　　　　　ロ　独り者は怒りっぽいよ，それが解らないS君でもあるまいに，絶交に値するぞ！
　すこし曇ったが，また持ち直した，腹を立ててゐる私へ鵬が宥めるやうに暗
いて来た（百舌鳥は私を焚きつけるやう絶叫するが）。
　疲にさわるといへば，生きてゐることそのことが癩だ1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（TSVp．445v．2～v．15）
以上の文で推察できるのは，山頭火の心は安らかではなく，イライラと何事に
対しても怒りを覚えているということです。古くなり，隙間風が吹き，雨漏り
のする庵に対しても，来る筈の友人に対しても，そして己に対しても，身内か
ら湧き出る，じっと一つの処に留まってはいられない衝動に突き上げられてい
るかのようにみえます。この頃の作品に：
　焼いてしまへばこれだけの灰を風ふく
　それは死のまへのてふてふの舞
　秋暑く落葉してゐる
　覚めてひとりの秋ゆく火を焚く
　一羽来て暗かない鳥であ　る　（湯田の風来居に移りて）
　萌えて木の芽や草の芽やこれからである
　死をまへにしみじみ水のうまさかな
　枯葉あざやかな死を待つ
　囚人の墓としひそかに草萌ゆる
　水にそうてでこぼこのみち草萌ゆる
　其中一人いつも一人の草萌ゆる
　かうしてこ〉で死んだばかりの草しげる
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　うらうら蝶は死んでゐる
と，先に引用した日記の文から推察される心境が，ますます増長されているの
が解ります。作者をこのような状態に追い込んだ理由は，3点あると考えます。
　先ず，山頭火本来は，決して暗く陰欝な性格の持ち主とは思われませんが，
大山澄太が『山頭火の道』（p．116）の中で，山頭火の言葉として書いている文：
　　ぼくはうらの方の納屋で，五，六人の友達と芝居ごっこをしていた。とこ
　ろが妙に母家の方がさわがしいので走って行った。母はその時，もう井戸の
　ほとりに引きあげられていた。僕は“お母さん”と言って抱きついたが，何
　の返事もなく，体は冷たく，顔は紫色だった。泣いている僕を近所の人が引
　きさくようにしてのけ，子供はあっちへ行けと叱るように言った。
　　その時の母の姿がこの年になっても忘れられないのだよ。」
を一読すれば，明らかなように，やはり母親の自殺が，大きく影を落している
ことは，人間として当然だと考えます。母親と同化しようという心が，自殺願
望となって表われるのだと考えます。何故なら，母親を幼なくして失った者に
は，思春期を過ぎて，親を冷静に，客観的に観察するという，人生にとって大
切な時期を経験することがありません。従って，親を美化し，又，同化しよう
とする試みがなされるのです。
　もう一つの理由として，其中庵が，古く崩れ始めていたという事実です。大
山澄太も述べているように：
　　「澄太君，庵の屋根が崩れてのんた，ひどい雨もりがするようになった。こ
　の間の晩は，一夜に二度も寝床をかえたが眠れないので，雨のもらぬ所に独
　り座って夜を明かしたよ。山頭火の心に穴があいたようで淋しくて俳人廃屋
　に入ると書いたが，廃屋に入って廃人となってしまいそうだ。」（TSV　p．572）
という状態であったのです。これ以上，他の人達の好意に鎚って，庵を改築す
る気になれなかったのは当然です。7年も同じ地に住み，周囲の人々の好意で
生活していれば，どうしても自分を律することが難かしくなるからです。しか
し，「其中庵」とまで命名し，恐らくは終の琿として考えていたであろう，この
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地から離れることを逡巡していたのも，又，当然であると思います。
　第3の理由として，山頭火が本来有している，漂う人としての本性です。山
頭火は，自分でも度々書いているように，一ヶ処に留まっていると，歩こうと
する意識が身内から働いてきて，心が落ち着かなくなる人間です。この事が，
何度も死のうと試みた山頭火を，知らず知らずのうちに救出しているように思
います。
　昭和14年に入り，温泉地湯田で，山頭火は和やかな日々を過すことになりま
す。そして3月31日，再び，旅へと出立するのです。
　それでは旅日記から抜粋致します。
　すこし寝忘れてのてふてふいそぐ（4月3日）
　この旅死の旅であらうほほけたんぽぽ（4月15日）
　哺いて鴉の，飛んで鴉の，かへるところがない（4月18日）
　風がさわがしい木の芽草の芽おちつけない（4月21日）
　水音けふもひとり旅行く（5月1日）
　月あかりして山が山がどっしり（5月4日）
　てふてふ峠をお　り　て　きた（5月5日）
　誰も通らない草萌ゆる（5月6日）
以上，8作品を読んで気づくことは，前述した10作品と同じ言葉を使用してお
りながら一てふてふ，死，木の芽草の芽，草萌ゆる一旅の人の面目躍如で，
そこには全てを委ねてしまった潔さがあります。
　次に，5月3日に，井上井月の墓に参った折の作品が4句あります。
　お墓したしくお酒をそ〉ぐ
　お墓撫でさすりつ〉，はるばるまゐりました
　駒ヶ根をまへにいつもひとりでしたね
　供へるものとては，野の木瓜の二枝三枝
現在も伊那駅から車で20分程の畑の真中に，数本の木が，幾つかの墓を囲むよ
うに植えられ，如何にも，大きな栗がころがっているような風情のある墓地が
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あります。そこの，松の木の下に井月の墓が座り込むようにして据えられてお
り，その前には，何本かのお酒の瓶が空のまま転がっていて，そこだけ「燃え
ないごみ」捨て場のようでした。井月を慕って参った人達が，自己の存在の証
のために，お墓にお酒をそ〉いだ後，空の器を置いていくのでしょう。どんな
にお酒を呑んでも崩れなかったといわれる井月が困惑している姿が浮んできそ
うです。そのお墓から200m程のところに「落栗の座を定めるや窪溜り」の句
碑ph・　2が立っています。
　山頭火が尊敬し続け，2度にわたり墓参を試みた，井上井月は，30年もの間，
この伊那の地に居座り，人々の好意で生き長らえました。彼の場合，ヌーヴォ
ー，放哉，山頭火とは違い，宗教的な色彩はありません。彼は，唯，素直に子
供の様な心で，他者を頼っていた訳です。正に，浄土宗の教えのままに生きて
いたのです。生活の糧となる唯一の事柄は，井月が非常な能筆家であったこと
です。彼は，家々に，頼まれては書を認め，幾らかの謝礼を渡されれば，それ
を素直に受けています。井月は，自分が何者であるのか（あったのか）さえ，
何も語らぬままに30年を過しているのです。どんなにポロを着ていても，常に
端然としていたと言われます。要するに，井月は，大衆に好かれるには，あま
りに超人的であり，現在に至る迄，放哉や山頭火のようには一般に愛される度
合が少ないようです。
　そのような井月を，山頭火は大変尊敬していたようです。自分には決して真
似のできない人間であると思っていたからでしょうか？それとも，山頭火には；
「人力を尽して，そして祈ることを知らない人が醒めたる英雄である（S．p．22）」。
という言葉がありますが，井月を「英雄」と考えていたからでしょうか？或は，
唯単に，井月の作風に感じ入っていたからでしょうか。彼自身は，師である井
泉水も述べているように：「山頭火は話すのだ。酒をやめようと思ってゐるけれ
ども，酒はどうしてもやめられない，句もやめようと思った事もあるけれども，
句はどうしてもやめられない，さりとて自分に出来る事とて何一つない，今は
ただ，酒と句で生きてゐるのだ，と。（S．p．88）」いう人間であった上に，死の
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前々日倒れた時も，
　……例の酔ひであらう，さうした経験はしばしば知ってゐたので別に驚くべ
　きことではないと思った。（S．p．176）
と高橋一洵が書いているように，酔いつぶれて眠り込んでしまったり，勘定も
何もかもわからなくなっても，友人達は誰も驚かない生活を送っていた人であ
ったのです。
　前述した井月への4作品は，山頭火が詣でた時の様子をそのまま句にしてい
るようです。今はスキー場となっている駒ヶ根の方迄，井月はよく一人で足を
伸ばしていたそうです。山頭火も，一人で歩くことを行としていました。この
3作目の句には，共感を覚えた人への沁み沁みとした感情が顕です。確かに，
この墓には，井月の骨が埋められていない筈にも拘らず，何故か，本当に井月
という人間を感じさせる趣があるだけに，山頭火の心が我々にも伝わってくる
のです。
　山頭火は翌15年秋に他界するのですが，その年の作品には：
　水がとんぼがわたしも流れゆく
　鳴き連れて虫のいのちのほそりゆく
　おちつけない落葉を掃いて燃やす
　しぐれて柿の葉のいよいようつくしく
　生える草の枯れゆく草のとき移る
　ふとおもひでの水音ばかり
　もらうて食べるおいしい有りがたさ
　焼かれ死ぬ虫のにほひのかんばしく
　この秋ことに切ない風ふく
　もりもりもりあがる雲へ歩む
以上のように，「とんぼ」にも，焼かれる「虫」にも，「草」や「落葉」にも，
「風」にも，近づきつつあるこの世との別れを感じてしまいますが，実際は，こ
の最後の作品のように，ヌーヴォーが，煙りの如くユラユラと最後の旅へと向
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って昇った如く，山頭火は，もりもりもりあがる雲の階段を一歩一歩踏みしめ
ながら歩いて行ったのだと考えた方が正しいと思われます。
　以上，『最後の旅へ』1では，ヌーヴォーについては，ヴェルレーヌとの出会
い以後から，プーリエールに定住する迄と，山頭火については，湯田から松山
迄を追ってまいりましたが，彼等は，その先何処に向って歩きだそうとしてい
るのでしょうか？　『最後の旅へ』IIでは，その事について，特に，宗教との
係りについて考察していきたいと思います。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『最後の旅へ』IIに続く
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